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医療機器等の安全確保に係る評価 
 

第１ 基本的な考え方 

 

平成１８年６月の医療法改正等を踏まえ、医療機関における医療機器の安

全確保や適正使用を一層推進するため、特に安全管理の必要性が高い生命の

維持に直接関与する医療機器の専門知識を有する臨床工学技士の配置につい

て評価する。 

 

 

第２ 具体的な内容 

 

   医療機器の安全対策に係る評価を新設する。 

 

   医療機器安全管理料１  ○○○点（１月に１回） 

 

［算定要件］ 

医師の指示の下に、生命維持管理装置の操作及び保守点検を行う常勤の臨床工学技

士を１名以上配置し、医療安全対策の体制を整備している医療機関において、患者に

対して、生命維持管理装置を用いて治療を行った場合に算定する。 

（対象となる医療機器） 

ア 人工心肺装置 

イ 補助循環装置 

ウ 人工呼吸器 

エ 血液浄化装置（人工腎臓を除く） 

オ 除細動装置 

カ 閉鎖式保育器 

 

※ 放射線治療機器の保守管理、精度管理及び照射計画策定の体制の評価を

目的とした医療機器安全管理料２の創設については、「Ⅲ－１－① 放射

線治療の質等の充実について」を参照のこと。 

【 Ⅲ－４（医療安全の推進と新しい技術等の評価について）－① 】 


